
自治体職員・地域デザイナーによる

ワーケーションタブロイド紙の制作。

そして

ワーケーションを入口とした

地域「Social Well-being 人材」育成プログラムの創造。

企画書

2021年9月1日

福井県高浜町

1

誰もがいきいきと自分らしく学び・働き・暮らし、
豊かな人生を送ることができる地域へ



自治体職員と地域デザイナーで創る限界を超えるクオリティ！

2

誰もがいきいきと自分らしく学び・働き・暮らし、
豊かな人生を送ることができる地域へ



3

これからのコレクティブインパクト
自治体職員が創るから低予算！
地方自治体がこうしたクオリティを出せる時代
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味の素・キリンHD・日経など、「日本版Well-being Initiative」を創設

2021年3月19日 日本経済新聞

5

誰もがいきいきと自分らしく学び・働き・暮らし、
豊かな人生を送ることができる地域へ



□まちづくり人材の固定化と高齢化
2000年頃の中心市街地活性化等に参画していた団塊の世代（まちづくり人材）等の高齢化・固定化

⇒□地方創生を担う地域プレイヤーの新陳代謝

⇒□多種多様な国の制度への職員の知見・対応力強化

□交流機会の減少
特に他地域・他分野との交流機会が少ない地方では、コロナ禍で、移動が制限され、より人の交流が減っている など

⇒□SDGｓネイティブ世代といわれる今後のまちづくり世代との共創

これからの地域社会の担い手である若い世代との関係づくり

コロナ禍・人口減少社会 次世代のSDGｓネイティブが活躍できる地域創生時代へ

そのためには、学び・共創・スタートアップのハブを担う

自治体職員や地域まちづくり人材のアップデートが必要！

つまり、

地域での「 Social Well-being 人材 」の育成です。
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誰もがいきいきと自分らしく学び・働き・暮らし、
豊かな人生を送ることができる地域へ

ふくいウェルビーイング（Well-being）推進プロジェクト

コロナ禍の現在、心と体の健康、幸福、Well-being（持続的幸福）が、今後ますます

求められてきます。企業・社会人には当たり前になりつつある幸福学やWell-being

ですが、将来のまちづくりの担い手である、子ども達へ伝えていくことが、今大人で

ある私たちに出来る大切な行動だと感じています。

そこで、日本で福井県内でご縁やつながりのある方々、研究機関、学校、自治体で、プ

ラットフォームを創り、『ウェルビーイング』を現場へ届けるつながりネットワークを提

案いたします。

誰もがいきいきと自分らしく学び・働き・暮らし

豊かな人生を送ることのできる地域へ。

ウェルビーイング×〇〇 はじめよう。
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Social Well-being 人材が地域を担い変えていく。

地域ソーシャル・グッド人材 地域ウェルビーイング人材

観光振興
ふるさと納税

地場産業
継承・活性化

持続可能な
コミュニティ

形成

健康
防災

子育て

関係人口
移住定住
過疎化

DX
Society5.0

Social Well-being 人材が
これからの地域を担う

社会課題解決型ビジネス
プロダクトを実装

産業再生・スタートアップ・定住

ウェルビーイング人材育成
コミュニティ・つながり
子育て・教育・関係人口

8

行政マン
地域まちづくり人材が

つなぎ役

誰もがいきいきと自分らしく学び・働き・暮らし、
豊かな人生を送ることができる地域へ
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結果の質

関係の質

行動の質

持続可能な取組み
Well-beingな学び！

本当に幸せな
働き方・生き方の

好循環図
（都市vs地方からの開放）
原発反対ｖｓ賛成という
二項対立からの開放

社会課題解決型プロダクト
幸せな教育・子育てのための
スタートアップ

リフレッシュできる地域だ！
新しい刺激がいっぱい！
Well-beingがあがった！

ワーケーションで
都市と地方の
いい関係構築

いっしょに地域課題に取り組もう！
新たな人との出会いで、新しいアイデ
アが生まれた！
幸せな働き方、生き方を学べた！

多様な共創！健康になった！
幸せに生きられた！

生きる意義を見つけた！
イノベーションが生まれた！

GDP⇒GDWへ
国際環境認証ブルーフラッグ
海ごみサーキュラー宣言

地方創生・新産業創出
雇用創出・移住者増加

思考の質



1，718市町村の基礎自治体に各３人！Social Well-being 人材が地域を・日本を変える。

観光振興
ふるさと納税

地場産業
継承・活性化

持続可能な
コミュニティ

形成

健康
防災

子育て

関係人口
移住定住
過疎化

DX
Society5.0

Social Well-being
人材育成パッケージ

一般財団法人
地域活性化センターと連携

全国へ横展開

●ソーシャル・グッド人材育成
●ウェルビーイング人材育成

1，718市町村の基礎自治体に各３人！
Social Well-being 人材が地域を・日本を変える。

ソーシャル・グッ
ド・プロデュー
サー
石川淳哉 氏

ソーシャル・グッド・プロデューサー｜1962年大
分県生まれ。世界のさまざまな社会課題を解決

するために、クリエイティブの可能性を追求する
人生と決断。 主な仕事に、ベストセラー書籍『世
界がもし100人の村だったら』、世界初「2002 

FIFA WORLDCUP PUBLICVIEWING IN 
TOKYO」、100万枚突破アルバム「日本の恋と、
ユーミンと。」、311情報支援 サイト「助けあい

ジャパン」、雑誌FRaUでのまるごと一冊SDGs
などプロデュース。

ユニリーバ・ジャパ
ンHD株式会社
取締役人事総務本
部長
島田由香 氏

ユニリーバ・ジャパン・ホールディングス株式会社 取締役 人事総務
本部長。1996年慶応義塾大学卒業後、株式会社パソナ入社。
2002年米国ニューヨーク州コロンビア大学大学院にて組織心理学
修士取得、日本GEにて人事マネジャーを経験。2008年ユニリーバ
入社後、R&D、マーケティング、営業部門のHRパートナー、リー
ダーシップ開発マネジャー、HRダイレクターを経て2013年4月取
締役人事本部長就任。その後2014年4月取締役人事総務本部長
就任、現在に至る。学生時代からモチベーションに関心を持ち、キャ
リアは一貫して人・組織にかかわる。日本の人事部「HRアワード
2016」個人の部・最優秀賞、「国際女性デー｜HAPPY WOMAN 
AWARD 2019 for SDGs」受賞。米国NLP協会マスタープラク
ティショナー、マインドフルネスNLP®トレーナー。
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高浜町キックオフイベント「Social Well-being Fes」
誰もがいきいきと自分らしく学び・働き・暮らし、

豊かな人生を送ることができる地域へ



仮）テーマ：ローカルでの働き方・暮らし方・生き方
～循環・Well-being・つながり～

高浜町ワーケーションHP内にて
WAAcation WEEK 9/14-19
Social Well-being Fesページ公開
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お問い合せ：高浜町総合政策課

担当：野村つとむ

電話：0770-72-7711
メール：seisaku@town.takahama.fukui.jp
URL http://www.town.takahama.fukui.jp/

移住定住/関係人口/地方創生/民間連携・包括協定
ワーケーション/地域おこし協力隊
SDGs/Society5.0/ICT・IoT

シティセールス/ふるさと納税/広報紙
地域振興/ランドスケープデザイン andmore
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